
煙突基礎について 清掃工場におけるシンボル的な構造物である煙突の
基礎部分をご紹介します。

煙突の役割は何だろう？

全体配置図
ここでQUIZ！

煙突完成
イメージ図

新しい煙突は何を用いて
軽量化しているでしょうか？

ヒントはどこかに隠れてます

既存施設（甘南備園）
【京田辺市の
ごみ処理施設】

工場棟

計量棟

煙突はここです！

煙突

無害化された排ガスを安全に大気に放出
するためのもの。
煙突は高さは約100mとなる見込みです。



煙突基礎について

煙突基礎の全景

基礎は重要な部分であるから
こそ、手間をかけて施工して
いきます。

煙突の柱脚部

ここにコンクリートを複数回に
分けて打設していきます。

基礎 は1辺12.7mの六角形で、深さは4mにもなります。

新しい煙突は膜材料を用いることで、コンクリートの煙突よりも軽
量化をしていますが、これほどの大きさの基礎が必要になります。

答え：膜（材料）

まくざいりょう

（※）基礎：建物の重さなどを安全に
地盤に伝えるための土台のこと。

(※)


